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５．ビームタイムの期間 

    （エリア内準備期間、ビーム使用期間、撤収期間がわかるように） 

3/5-6 18:00 実験準備 

 実験エリアへの物品の搬入 

 実験セットアップ設置および位置調整 

 ドライランによる実験機器と DAQ の動作確認 

3/6 18:00 – 3/9 15:00 babyMOSS 試験データ取得 

 ビームデータ(5GeV/c)を用いてセンサー位置の最終調整 

 試験センサー(babyMOSS)と前後 3 層の ALPIDE センサーでテレスコープを構成 

 設定パラメータ(VCASB, IRESET, VCASN, VSHIFT, PSUB)を変更しながらデータ取得 

 合計 160 runs (1 run = 1M events) 

 ビーム照射時間：69 時間 

3/9 15:00 – 3/11 15:00 新しいテレスコープセットアップ試験 

 もう 1 組のテレスコープ(6 層 ALPIDE)を設置 

 ビームを用いてセンサー位置の調整 

 新しいテレスコープセットの動作確認 



 2 組のテレスコープの間に試作ラダーを置いて多重散乱の影響評価 

 ビーム運動量を 1, 2, 3, 4, 5GeV/c でデータ収集 

 合計 32 runs 

 ビーム照射時間：45 時間 

3/11 15:00 – 19:00 片付け 

 実験セットアップの撤収、梱包、配送手配 

 実験エリアおよび待機室の片付け 

 

６．ビームの状況 

主に 5GeV/c を使用し、最後 2 日間は 1-5GeV/c を 1GeV/c 刻みで変更しながら使用。 

 

７．実験成果 

問題なく予定していた各設定パラメータセットでのデータ取得を全て完了できた。他グループが報告済

みの設定パラメータの変更セット(例えば、1 つのパラメータだけを変更したときと 2 つのパラメータを

同時に変更したとき)によって検出効率に違いが出ることを確認。クラスターサイズなどの他の基礎動作

性能も確認した。より詳細な解析が進行中。 

新しいテレスコープも既存のテレスコープと同程度のトラッキング能を確認。数種類の試作ラダーでの

多重散乱の影響を確認中。 

 

８．結果の公表予定 

ALICE 内の他のグループの試験結果とともに投稿論文作成予定。また、研究会、国際会議、物理学会(日

本、韓国)での口頭発表も予定している。 

 

９．今後の要望 

特にありません。 

 

以上 


